
4-1、4-2

4

1 担当課（館）

① スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

2

① スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

・各地区の補助金の用途や効果、参加率の増減等を確認してから評価した方がよい。

課題等

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　大館市内１５地区の体育スポーツ振興会は、地域性のある事業を展開しております。
　また、スポーツレクリエーション祭に全地区から参加をいただき大変盛り上がり十分評価でき
る。

課題等

学識経験者
等の意見

・(財)体育協会等と連携を図りながら、発掘と養成に努められたい。

スポーツ指導者の発掘と養成

活動内容

体育指導員及びスポーツ少年団を中心に指導員講習会、定例会等の開催、他で開催される講
習会等の情報提供、派遣により発掘と養成を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

  指導員講習会等の開催、他で開催される講習会の派遣等により発掘と養成が図られ評価でき
る。
　・スポ少は主催事業７回に指導員、団員併せて延べ２９５名参加。
　体育指導員は４回の各講習会等へ３２名派遣、定例会を年６回実施している。

　効果的な講習会等に派遣し、主催事業により良い指導が出来るように努め
る。

スポーツ指導者の発掘・養成

重点施策点検・評価表
推進目標

市民生活に定着するスポーツの推進と支援

重点施策

地区体育・スポーツ振興会の充実強化

スポーツ課事業

活動内容

大館市内１５地区の体育スポーツ振興会に対し補助金を交付し、地区のスポーツの振興を図
る。地区に対しては、事業計画の助言とスポーツレクリェーション祭への参加の呼びかけ、全地
域がスポーツを通じて交流を図れるよう推進する。

　市民が身近な地域でスポーツに親しむことができる総合型地域スポーツク
ラブの設立と、クラブの自主的・主体的に運営が出来るよう引き続き情報提
供に努める。
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4

3 担当課（館）

①   スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

4

① スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

各スポーツ競技団体の育成

重点施策点検・評価表
推進目標

市民生活に定着するスポーツの推進と支援

重点施策

体育指導委員活動内容の充実

体育指導委員活動内容の充実スポーツ課事業

活動内容

３８人いる体育指導員に対し、東北地区体育指導委員協議会、秋田県体育指導員連絡協議会
などが主催する研修会へ積極的に参加を呼びかけ、スポーツの知識と技能を高めるとともに、
指導者としてのレベルアップを図る。

　研修会に参加された方々に、主催事業に活かせるよう機会の提供等に努
める。

・今後とも体育協会等団体と連携を図ってもらいたい。
・市施設使用料等見直しを図り、利用しやすくして欲しい。

各スポーツ関係団体の育成

活動内容

体育施設環境を整えながら、大館市体育協会を中心に各スポーツ関係団体の育成を図る。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　市体育協会を中心に各スポーツ競技団体へ強化費及び市民スポーツ祭開催補助等をしなが
ら育成を図っており評価できる。

　市体育協会と協働し、引き続き開催補助等を行い、各スポーツ競技団体の
育成を図る。

学識経験者
等の意見

・地区においての活動内容は評価しているので、体育指導員の活動内容を一般市民にＰＲした
ほうがよい。

課題等

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　体育指導員の皆さんが、積極的に研修会に参加され、指導者としてレベルアップに繋がり評
価できる。

課題等

学識経験者
等の意見
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4

5 担当課（館）

①   スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度
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① スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

・秋田県内の小学校運動部活動の地域スポーツ少年団への移行は、大館、鹿角、北秋田で遅
れている。　校長会、担当教員には説明しているが意識改革が進んでない状況である。今後も
積極的に説明していく必要がある。
・移行が望ましい。大館市スポーツ振興審議会条例第3条第4項の規定で、調査委員会又は小
委員会を設置し取り組んだらよいのではないか。

課題等

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　スポーツ少年団リーダー会の育成については、新たに1団体が加入、３７団、団員１，１９２名、
指導者２０４名、計１，３９６名の登録となり、団員の減少は殆どなく、市本部事業に積極的に参
加し、強化が図られ評価できる。

課題等

学識経験者
等の意見

・引き続き、立案どおり実施して欲しい。

各種スポーツ教室と大会開催への機会援助

活動内容

・市民体育館を会場にニュースポーツレストランを月２回開催し、普及を図る。
（ラージボール卓球、ユニカール、ミニテニス、ターゲットバードゴルフ他）
・次の大会に補助し、スポーツ大会への参加機会を増やす。
　(山田記念ロードレース大会) (グリアス田代カップ綱引き大会) (全国スポレク祭出場選手への補助)
(東日本 軟式野球選手権秋田県大会) (三市二郡中学校選抜野球大会)
・市体育協会の育成のため補助するとともに、市体育協会が主催する１４の競技大会へ補助をする。

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　ニュースポーツレストランは、継続的に月２回のペースで開催しました。
　また、新規にスポーツ講習会を開催しました。
　今年度予定の補助大会等については、ほぼ計画どおりスポーツの振興が図られ評価できる。

　心身共に健やかな人がいっぱいのまちを目指し、ニュースポーツレストラン
やスポーツ講習会等参加する機会を増やす。

各種スポーツ教室と大会開催への機会援助

重点施策点検・評価表
推進目標

市民生活に定着するスポーツの推進と支援

重点施策

スポーツ少年団の育成と強化

スポーツ少年団の育成と強化

活動内容

スポーツを通じて心身の健全な青少年を育成するため、次により強化を図る。
　　　・スポーツ少年団リーダー会の育成補助
　　　・少年団育成のため、臨時担当者の設置

　小学校運動部活動の地域スポーツ少年団への移行に、様々な体制づくり
や整備を関係者や地域、保護者等の理解を得ながら学校教育課と共に進
める。
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4

7 担当課（館）

①   スポーツ課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

8

① スポーツ課

・全国高体連、県県高体連ソフトテニス専門部との調整 取組の方向性

・大館市実施本部設立 ■　継続

□　廃止検討

□　単年度

全国高等学校総合体育大会開催への取り組み

重点施策点検・評価表
推進目標

市民生活に定着するスポーツの推進と支援

重点施策

スポーツ・レクリェーション事業の推進

スポーツ・レクリェーション事業の推進

活動内容

次の体育・レクリェーション事業を主催し、市民が気軽にスポーツに親しみ、交流する機会を設定する。
また、メタボ対策に関する事業を計画し、実施する。
　　　　・ウォーキングデー大館大会　（６月）　・グリアス田代バレーボール教室（8月～10月）
　　　　･仮称）メタボ解消体操（９月頃）　　　 　・市民スポーツレクリェーション祭（10月）
　　　　・比内縦断駅伝（１０月） 　　　　　　　  　・グリアススポレクフェスティバル　（　1月）
　　　　・市民スキー大会（２月）

　生涯スポーツの充実を図るため、引き続き事業を主催し、市民が気軽にス
ポーツに親しみ、交流する機会を設定する。

・大会の成功に向けてがんばって欲しい。

全国高等学校総合体育大会開催への取組

活動内容

平成２３年度大会開催に向け、大会運営費の確定及び大会運営準備、ＰＲ活動を展開する。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

・大館市実行委員会第２回総会を開催し、大会開催に向けた準備事務・事業について承認を
いただき、計画通り推進することができた。・大会運営費については、県のヒアリングにおいて、
収入については補助金、負担金、協賛金等について、支出についても各科目ごとに承認を得
ることができ、予定していた予算額を確保することができた。

学識経験者
等の意見

・引き続き計画した事業の実施に努めて欲しい。

課題等

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る

　　今年度予定した事業は、ほぼ計画どおり実施でき評価できる。
　　＊仮称）メタボ体操は３月に「東洋のツボ体操」として実施しております。

課題等

学識経験者
等の意見
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